








要約 川崎病急性期の冠動脈障害(CLA)の発生はγ一グロブリン治療群(GG 群)では 246 例

中 43 例(175%),アスピリ.ソ治療群(ASA 群)では 94例中 38 例(40.4%)であった。1)CAL 発生

例を各々100%とした場合。2年後,GG 群では 92.7%が,ASA 群では 80.6%がエコー上,CAL が正

常化した。また 2年間,CAL が持続するような症例では急性期の治療中にCAL のない症例に

比較して,白血球(好中球)数の低下率が極めて悪かった。GG 療法の有用性を再確認すると

ともに,白血球数の変動を観察することにより,γ一グロブリン投与量を加減できるように

思われた。 


